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はじめに

購入 このたびは Leica NA720/724/728/730/730 plus をお買い上げいただきま し て、 誠にあ り

がと う ございます。

このマニュアルでは、 安全管理の重要な点および器械の設置と操作方法について説明し

ています。 詳細については、 "1 使用上のご注意 " を参照し て く だ さい。

器械の電源を入れる前に、 このマニュアルをよ く お読み く だ さい。

器械の識別 器械の機種名と シ リ アルナンバーは、 型式プレー ト に記載されています。

下記の欄に機種名と シ リ アルナンバーをご記入 く だ さい。 代理店または Leica 

Geosystems が認定し たサービスセン ターへご連絡いただ く 際は、 必ずこの機種名と シ

リ アルナンバーをお知らせ く だ さい。

機種名 ： _______________

シ リ アルナンバー ： _______________
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記号 このマニュアルでは、 次の記号を使用し ます :

本取扱説明書の有効

性

この取扱説明書は、 NA720/724/728/730/730 plus 本体に適用し ます。 各モデル間の差違

については、 その都度分かるよ う に記載し ています。

タ イプ 説明

� 危険 この記載が遵守されない場合、 すぐにも人身事故 ( 死亡または

重傷 ) につながる事項を示し ます。

� 警告 この記載が遵守されない場合、 人身事故 ( 死亡または重傷 ) につ

ながる可能性が高い事項を示し ます。

� 注意 この記載が遵守されない場合、 中程度の人身傷害を生じ る可能

性が高い事項を示し ます。

予告 , 注意 この記載が遵守されない場合、 かな りの物質的 ・ 経済的損失、

環境上の損害を生じ る可能性が高い事項を示し ます。

 器械を、 技術的に正し く 、 かつ有効に使用するために、 操作に

際し て遵守されるべき重要事項を示し ます。
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用意されているマ

ニュアル類

全ての NA720/724/728/730/730 plus に関連する資料を以下から参照し て く だ さい。

• https://myworld.leica-geosystems.com

名前 説明 / フ ォーマ ッ ト

NA720/724/ 

728/730/730 

plus 取扱説明書

この取扱説明書には、 製品の基本的レベルの操作に必要

なすべての手順が記載されています。 製品の概要と、 テ

クニカルデータおよび使用上のご注意が記載されていま

す。


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1 使用上のご注意

1.1 使用にあたっ て

説明 以下の説明は、 本製品の取扱責任者および器械を実際に使用するすべての人が操作上の

危険を予想し、 回避するためのものです。

取扱責任者は、 操作するすべての人に危険性と、 その危険性への対応を指導する責任を

負います。
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1.2 想定される作業

器械の意図的用途 • 高さの光学的読み取り。

• ス タ ジア法読み取り による距離の光学的測定。

合理的に予見可能な

誤った使用

• 取扱説明を十分理解せずに製品を使用する こ と

• 意図し た使用制限を超えた使用

• 安全システムを無効にする こ と

• 注意書きを取り外すこ と

• 特殊な用途のために特別に許可されている場合を除いて、 製品を分解する こ と

• 製品の変更、 あるいは改造

• 盗難の器械である こ と を承知し ての使用

• 損傷または不具合を承知の上で製品を使用する こ と

• Leica Geosystems の承認な し で他社のアクセサリーを組み合わせて使用する こ と

• 太陽の直接視準

• 路上での測定など、 測量現場で十分な安全対策を取らない場所での使用
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1.3 使用の範囲

環境 本製品は人が居住できる環境での使用に適し てお り、 過酷な環境、 あるいは爆発の危険

がある環境での使用には適し ていません。

� 危険 危険を伴う場所、 あるいは電気施設またはその他の類似施設の近 く で作業する と きは、

事前に取扱責任者が地元安全管理当局や安全管理専門家に相談し て く だ さい。
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1.4 責任

製品の製造者 Leica Geosystems AG （CH-9435 Heerbrugg、 以下、 Leica Geosystems と表記） は、 安全

な条件での製品、 ユーザーマニュアル、 およびオ リ ジナルのアクセサリーの供給に責任

を負います。

本製品の取扱責任者 本製品の取扱責任者には次のよ う な責任があ り ます ：

• 製品に表示された安全上の指示と マニュアルの内容を理解する こ と

• 使用する場所での安全管理と事故予防に関する規定に精通し ている こ と

• 安全対策と事故予防に関し て、 使用地域での規定に精通し ている こ と

• 製品およびアプ リ ケーシ ョ ンプログラムの安全性が損なわれた と判断し た と きは、

すぐに Leica Geosystems に連絡する こ と

• 無線やレーザーに関する国内法、 規制や条件について、 必ず確認し て く だ さい。
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1.5 使用上の危険

� 注意 本製品を落と し た と き、 使用法を誤った と き、 あるいは改造し た と き、 また長期の保管

または輸送後は、 正しい測定結果が得られない可能性があ り ます。 測定値の誤差に注意

し て く だ さい。

予防措置 :

マニュアルに従って定期的にテス ト 観測と現場での調整を行って く だ さい。 特に、 本製

品を通常でない方法で使用し た後や、 重要な測定の前後には、 必ずテス ト 観測を行って

く だ さい。

� 危険 送電線や電車の線路など 、 電気施設の近 く でポールや延長ポールを使用する と感電の

恐れがあ り、 大変危険です。

予防措置 :

電気施設から十分な距離を確保し て く だ さい。 このよ う な環境で作業を行う場合は、 最

初に電気設備の安全管理責任者に相談し、 指示に従って く だ さい。
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注意 すぐ近 く に強力な磁界 （変圧器、 溶解炉など） がある と、 コ ンペンセーターが影響を受

けて測定エ ラーが生じ る こ とがあ り ます。

予防措置 :

強力な磁界の近 く で作業をする場合は、 測定結果の信頼性を確認し て く だ さい。

� 注意 製品を太陽の方角に向ける場合には注意し て く だ さい。 望遠鏡が拡大鏡のよ う に作用し

て、 測定者の目を傷つけた り、 製品内部を損傷させた りする可能性があ り ます。

予防措置 :

製品を直接太陽に向けないで く だ さい。

� 警告 測量作業など移動を伴う計測では、 環境、 た と えば障害物や掘削し た穴、 通行車両など

に対する注意を怠る と、 事故が発生する恐れがあ り ます。

予防措置 :

 本製品の取扱責任者は、 起こ り う る危険に十分注意を払う よ う、 全作業者に指示し て

く だ さい。

� 警告 路上、 建築現場、 あるいは工場など危険な場所で測量する時に安全対策が不十分だと事

故の元にな り ます。

予防措置 :

常に測量現場の安全を確保し て く だ さい。 安全および事故予防規定や交通規則を遵守し

て く だ さい。
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� 注意 製品と共に使用するアクセサリーがし っかり と固定できておらず、 かつ本製品が機械的

な衝撃 （吹き飛ばされる、 落下するなど） を受ける危険がある場合は、 製品が破損し た

り、 人身事故が起きる恐れがあ り ます。

予防措置 :

本製品を設置する場合、 アクセサリーが正し く 合っているか、 フ ィ ッ ト し ているか、 安

全か、 ロ ッ ク されているかを確認し て く だ さい。

本製品が、 機械的な衝撃を受けないよ う に注意し て く だ さい。

� 警告 本製品を支柱や標尺、 ポールなどのアクセサリーと共に使用する場合は、 落雷の危険度

が大き く な り ます。

予防措置 :

雷雨のと きは 本製品を使用し ないで く だ さい。
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� 警告  本製品を不当に廃棄処分する と、 次のよ う な事態が起きる危険があ り ます ：

• ポリ マー部分が燃焼する と有毒ガスが発生し、 健康に悪影響を与える場合があ り ま

す。

• バッ テ リーが破損し た り強 く 熱せられる と、 爆発、 毒物の発生、 火事、 腐食、 ある

いは環境汚染の原因にな り ます。

• 製品を無責任に廃棄処分にする と、 使用資格のない人が規定を守らずに使用し、 彼

ら自身あるいは第三者が重傷を負う危険にさ ら された り、 環境を汚染する こ とにな

り ます。

予防措置 :

本製品特有の手入れや廃棄物管理についての情報は、 Leica Geosystems のホームページ

（http://www.leica-geosystems.com/treatment） からダウンロー ド できるほか、 Leica 

Geosystems の販売代理店から入手する こ と もできます。

� 警告 本製品を修理できるのは、 Leica Geosystems のサービスセン ターだけです。

この製品は家庭ゴ ミ と一緒に廃棄する こ とはできません。

本製品の処分は、 それぞれの国の規定に従って適切に行って く だ さい。

資格のない人が本製品に触れる こ とのないよ う に注意し て く だ さい。
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2 システムの説明

一般的な説明 NA720/724/728/730/730 plus は、 新しい世代の建築向けレベルのメ ンバーです。 

その革新的なテ ク ノ ロジーによ って、 定常的な測量の仕事を簡単にし ます。 

この機器は、 信頼性が高 く 、 堅実な建築向けレベルのあらゆる応用に最適です。 

この機器の機能は、 操作が簡単であるため、 未熟な測量士でも迅速に学ぶこ とができま

す。

• 操作が簡単なので、 学ぶのも速い！

• 魅力的なデザイ ンで、 軽量。

• 循環ド ラ イブ。

• 頑丈で、 高い信頼性。

• 水平目盛盤での角度測定が可能 (° または gon を選択 )。

• 水や埃に対する耐性 (IP57)。

• 5/8" の中心固定ネジで、 あらゆる タ イプの三脚に適応可能。

• レンズの曇り を妨げる窒素充填望遠鏡

• Leica 製品な ら、 追加費用な し で 3 年間の保証

• ISO 17123-2 に基づ く 製造 (ISO 9001 および ISO 14001 に準拠 ) および耐性 

• スイスのテ ク ノ ロジー
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2.1 コ ンテナの同梱品

ケースの内容

a) 六角レンチ

b) 保護カバー

c) CD ユーザーマニュアル

d) 顧客情報、 メ ーカー認定、

保護カー ド

e) レベル008716_001

a

b

c

d

e
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2.2 器械のコ ンポーネン ト

機器構成

a) NA720/NA724 用レベル ミ ラー、

NA728/NA730/NA730 plus 用レベルプ リズム

b) 接眼レンズ

c) 角度読み取り用カバーグラス (° または gon)

d) 焦点ノ ブ

e) 粗い照準装置 (NA720/NA724 の後方 / 前方、

NA728/NA730/NA730 plus 用の側点マーキングに

よる光学視界 )

f) 目的

g) 循環ド ラ イブ ( 両方 )

h) 円形気泡管

i) 調整可能な水平目盛盤の刻

み付き リ ング

j) レベル調整ボル ト

k) ベースプレー ト

008715_001

a b c d e f

g gh i j k
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2.3 用語と記述について

求心線

循環レベルを中央に置 く こ と で、 本機器をほぼ同じ高さにできます。 わずかな傾きは、

残り ます ( 垂直軸に対する傾き )。

a) 求心線

b) 垂直軸に対する傾き008717_001 a

b
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コ ンペンセイ ター

本機器のコ ンペンセイ ターは、 正確な横照準を可能する垂直軸傾きを補正する役割を果

た し ます。

後方 / 前方 / 中間の

視界

基準点 A と B の高さの違い (∆) を決定するため、 最初に前方視界 (V) に続いて、 後方視

界 (R) を測定し ます。 A に関する追加の側点を、 中間視界 (S) と し て測定し ます。

a) 求心線

b) 視準軸a

b

008788_001

008809_001

R V/S

B

A (ΔH)
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3 操作

3.1 準備

三脚の手入れ手順  三脚を設置する際に、 必ず脚頭プレー ト の

水平位置に注意し ます。 軽度の傾きは整準

盤の整準ネジで補正できますが、 大きな補

正は三脚の脚で行う必要があ り ます。
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三脚の脚のク ラ ンプネジを緩め、 必要な長さ

だけ引き出し、 ク ラ ンプを締め付けます。

a) 足元を安定させるため、 三脚の脚を地面

にし っかり と突き刺し ます。 

b) 脚を地面に突き刺すと きに、 脚の軸方向

に力を加えるよ う にし ます。

三脚の慎重な取り扱い

• 全てのネジおよびボル ト が正し く 取り付

けられているかチ ェ ッ ク し ます。

• 輸送する場合は必ず、 同梱のカバーを使

用し ます。

• 測量作業では必ず三脚を使用し ます。

a

b
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段階的な引き上げ 1. レベルを三脚の上に配置し ます。 三脚の中央

の固定用ネジを締めます。

2. 三短格のレベル調整ボル ト を中心位置へ回転

させます。

3. レベル調整ボル ト を回転させて、 円形気泡管

を中央に配置し ます。

008790_001
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円形気泡管の中央合わせ

1. 泡が中心に く るまで ("T" のイ メ ージ )、 レベ

ル調整ボル ト  A および B を同時に反対側へ回

転させます。

2. 泡が中心に く るまで、 レベル調整ボル ト  C を

回転させます。

008791 001

A B

C

008792 001
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角度読み取りの選択 ° および gon の変更 ：

手順 説明

1. 六角キーでネジを緩め、 カバーグラスを取り外し ます。

2. カバーグラスを回転させます。

3. カバーグラスを挿入し、 ネジを再度締めます。

0

Gon

39010

0

Degree

35010

008803_001

2

3
1
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望遠鏡の焦点合わせ
手順 説明

1. 望遠鏡の焦点合わせは、 明るい背景 ( 例、 ホワイ ト

ボー ド ) に対し て行います。

2. レテ ィ キュールに焦点が合い、 濃い黒になるまで、

接眼レンズを回転させます。 これで、 接眼レンズは調

整されています。

3. 粗い照準装置を使って、 ス タ ッ フに望遠鏡の狙いを

定めます。

4. ス タ ッ フのイ メ ージの焦点が合う まで、 焦点ノ ブを

回し て く だ さい。 目が接眼レンズの後で上下に動 く な

ら、 ス タ ッ フのイ メ ージ と レテ ィ キュールが互いに

対し て位置が合っていないかも しれません。

008816_001

25

26

27

008817_001
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セン タ リ ング
手順 説明

基準点の上での可能なセン タ リ ング ：

1. 重錘を取り付けます。

2. 中央の固定ネジを軽 く 緩め、 おも りが正確に側点の

上になるまで、 機器を三脚と並行に移動させます。

3. 中央の固定用ネジを締めます。

008818_001
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3.2 測定

高さの読み取り  フ ィ ールド ・ ワークの開始前、 または、 長期の保管 / 輸送の後は、 このユー

ザー ・ マニュアルで指定されている フ ィ ールド調整パラ メ ータ をチ ェ ッ ク し て

く だ さい。

 三脚足を握る こ と で、 発生する可能性がある振動を減ら し て く だ さい。

 機器の光学部分が汚れで曇っている場合、 測定が影響を受ける こ とがあ り ま

す。 ユーザー ・ マニュアルで指定されている ク リーニングの指示に従って、 機

器の光学部分を ク リーンに保って く だ さい。
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手順 説明

1. 機器、 レベルをセ ッ ト ア ッ プ し、 レテ ィ キュールに

焦点を合わせます。

2. レベルのス タ ッ フ を垂直にセ ッ ト ア ッ プ し ます ( ス

タ ッ フの操作説明書も参照 )。

3. 粗い照準装置を使って、 ス タ ッ フに狙いを定めます。

4. 焦点ノ ブで、 焦点を絞り ます。

5. 循環ド ラ イブを使って、 正確にス タ ッ フに狙いを定

めます。

6. 循環レベルが中央である こ と をチ ェ ッ ク し ます ( レ

ベルプ リズム / レベル ミ ラーを確認 )。

7. レテ ィ キュールの中心で、 高さ H を読み取り ます。

上の例 ： H = 2.585 m

H

d

26

27

H

008793_001

25

26

27

008795_001
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距離の測定 高さの読み取り に従って、 手順 1 ～ 6 を実行し ます。

読み取り ：

距離上限 ： 2.670 m

距離下限 ： 2.502 m

距離 L: 0.168 m

距離 d: 16.8 m

結果 : 距離 d = 100 x L

25

26

27

L

008794_001
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角度の測定 NA720/724/728/730/730 plus には、 水平目盛盤があ り ます。 グラデーシ ョ ンの単位は、
1° または 1 gon です。

対象 ：

側点 A および側点 B の間での角度。
高さの測定に従って、 手順 1 ～ 6 を実行し ます。 そ う する こ と で、 レテ ィ キュールの垂
直をス タ ッ フの中心に合わせます。

手順 説明

1. Hz- サークルを "0" まで回し ます。

2. 機器を側点 B に合わせ、 ス タ ッ フの中心に狙い

を定めます。

3. Hz- サークルから、 Hz- アングルを読み取り ま

す ：

上の例 ： Hz = 60°。

0

Degree

35010

008796_001

60

Degree

5070

008797_001

A B
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ラ イン整準

対象 ：

側点 A および側点 B の間での比高差 (∆H)。

 対象距離の結果がほぼ同じ なるよ う に (d1 ≈ d2、 約 40 ～ 50m)。 機器ステーシ ョ

ンおよびス タ ッ フの配置を選びます。

手順 ：

手順 説明

1. 機器を 1 でセ ッ ト ア ッ プ し ます。

2. 側点 A でレベルのス タ ッ フ を垂直にセ ッ ト ア ッ プ し ます。

3. ス タ ッ フに狙いを定め、 読み取り、 高さ を下げます ( 後方視界 R)。

B

A

V

3

RVR
VR

2

ΔH

I3I2
I1

d2d1

008798_001
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結果 :

∆H =  後方視界での合計 - 前方視界での合計

ブ ッ キングの例 ：

4. 変更側点 2 でレベルをセ ッ ト ア ッ プ し、 ス タ ッ フに狙いを定め、 読み取り、 高

さ を下げます ( 前方視界 R)。

5. I2 でレベルをセ ッ ト ア ッ プ し、 変更側点 2 でス タ ッ フに狙いを定め、 後方視界

を読み取り、 高さ を下げます。

6. 変更側点 3 で、 前方視界について実行し ます。

7. 側点 B での高さ を測定できるまで、 同様に続けます。

測点番号 後視 R 前視 V 高さ

A +2.502 650.100

2 +0.911 -1.803

3 +3.103 -1.930

B -0.981 651.902

合計 +6.516 -4.714 ∆H= +1.802

手順 説明
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エ リ ア整準

対象 ：

複数の参照点での高さの違い。

 通常、 この種類の測定で必要な精度は、 それほど高 く はあ り ません。 ただ し、

時には安定し た中間点でのス タ ッ フ を測定する必要があ り ます ( 読み取り値が

同じ でなければな り ません )。

1

2

34

S3

S2
S1

R
A

S4

008811_001
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手順 ：

手順 説明

1. 必要な点の中間で、 機器をセ ッ ト ア ッ プ し ます。 機器の望遠鏡は、 最も高い測

定中間点の下にないかも しれません。

2. 基準点 A で、 ス タ ッ フ を垂直にセ ッ ト ア ッ プ し ます。

3. ス タ ッ フに狙いを定め、 読み取り、 高さ を下げます (= 後方視界の既知の点 )。

4. 点 1 で、 ス タ ッ フ を垂直にセ ッ ト ア ッ プ し ます。

5. ス タ ッ フに狙いを定め、 読み取り、 高さ を下げます (= 中間点の測定、 中間視界

)

6. 追加の中間点については、 手順 4 ～ 5 を繰り返し ます。

7. 個々の点の高さ ：

高さ = ステーシ ョ ンポイ ン ト の高さ

+ 後方視界 (A)

- 中間視界



NA720/724/728/730/730 plus, 操作 35

ブ ッ キングの例 ：

 = 機器の水平

測点番号 中間視界 高さ

A 592.00

R1 +2.20

 594.20

S1 -1.80 592.40

S2 -1.90 592.30

S3 -2.50 591.70

S4 -2.30 591.90
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ステーシ ョ ン測定全

体の平準化

対象 ：

複数の基準点の位置の測定。

 ステーシ ョ ン測定全体の平準化は、 通常、 エ リ ア整準の間に実行し ます。

手順 ：

後方視界の既知の点

手順 説明

1. 測定のシーケンスは、 エ リ ア整準と同じ です。 ただ し、 高さの読み取り以外に、

ス タ ッ フセクシ ョ ン L ( ｢距離測定｣の章を参照 ) および Hz- アングルも読み取り

ます。

2. 測定し た値を、 マ ッ プに送り ます - 各点は位置と高さ で決ま り ます。

R

A

008802_001
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整準された杭打ち点

杭打ち点は、 ステーシ ョ ン測定全体の平準化に対応し ます－地図点はフ ィ ールド で定め

ます。

手順 ：

基準点の測定

手順 説明

1. 既知の点で機器をセ ッ ト ア ッ プ し、 セン タ リ ングや整準を行います。

2. 機器の焦点を合わせ、 既知の方向の点に狙いを定めます。

3. 水平目盛盤を合わせます (Hz- 方向 )。

4. 既知の点 ( 距離、 Hz- アングル、 高さ ) と他の杭打ち点に基づいて、 杭打ち点

へス タ ッ フ を移動させます。

008823_001

A

2

1
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3.3 点検および調整

三脚の手入れ手順

1) 三脚に付属する六角レンチを使って、 六角ネジを中程度に締めます。

2) 三脚の脚頭部を持って持ち上げた と き、 脚の広がりがそのままの状態を保つよ う に

蝶つがいのネジを締めて く だ さい。

3) 三脚の脚の六角ネジを締めます。

 金属と木材の接合部に遊びがあってはな り ません。

TSOX_122

12

3
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円形気泡管
手順 説明

1. 機器の整準。

2. 機器を 180° 回転させます。

3. レベルの気泡が円の外にあるなら、 調節し なければ

な り ません ( 4. ポイン ト を参照 )。

4. 六角キーを使って誤差の半分を訂正し、 レベルの気

泡がすべての方向で望遠鏡のセン ターなるまで、 ス

テ ッ プ 2 と 3 を繰り返し て く だ さい。

008799_001

21

3

Δ

Δ/2

008800_001
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視界のラ インの

チ ェ ッ ク
手順 説明

 気泡が中心にあ り、 調整済みであれば、

視界のラ イ ンは水平であるはずです。

1. 平らな地表で、 約 30 m の距離を選びま

す。

2. 両方の最終点 (A、 B) でス タ ッ フ をセ ッ

ト ア ッ プ し ます。

3. 機器を点 I1 (A と B の中間で、 すぐに下

) でセ ッ ト ア ッ プ し、 気泡を中心にし ま

す。

4. 両方のス タ ッ フ を読み取り ます。

A での読み取り = 1.832 m

B での読み取り = 1.616 m

∆H = A - B = 0.216 m

d d
A

B

Δ
H

H=1.832 H=1.616

δ δI1

008979_001
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5. レベルを、 ス タ ッ フ A から約 1 m に配

置し ます。

6. ス タ ッ フ A の読み取り ( 例 ： 1.604 m)。

7. 公称読み取り B を見つける、 例 ： 

読み取り A - ∆H = 1.604 m - 0.216 m = 

1.388 m。

8. ス タ ッ フ B を読み取り、 公称読み取り

/ 実際の読み取り を比較し ます。

手順 説明

A
B

Δ
H

δ

I2

008980_001_en

actual = 1.604

nominal
= 1.388
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視界のラ インの調整
手順 説明

 公称読み取り / 実際の読み取りの違いが 3 mm 以上

であれば、 視界のラ イ ンを調整し なければな り ませ

ん。

1. 中央の必要な読み取りが得られるまで、 六角キーを

回し て く だ さい ( 例、 1.388 m)。

2. 再度、 視界のラ イ ンをチ ェ ッ ク し ます。

 フ ィ ールド ・ ワークの開始前、 または、 長期の保管 /

輸送の後は、 このユーザー ・ マニュアルで指定され

ている フ ィ ールド調整パラ メ ータ をチ ェ ッ ク し て く

だ さい。

008815_001
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4 取り扱いと輸送

4.1 輸送

作業現場での輸送 作業現場で器械を輸送する場合、 必ず次の指示に従って く だ さい。

• 器械は必ず専用のコ ンテナに入れる。

• または、 取り付けた製品が傾かないよ う に、 三脚の脚部を伸ばし た状態で肩に乗せ

て運ぶ。

車両による運搬 車で輸送する場合は、 器械をそのまま車両に載せないで く だ さい。 車の振動で器械が損

傷を受ける可能性があ り ます。 常に製品を専用の輸送コ ンテナ、 包装または等価物に入

れて運搬し て く だ さい。

輸送 器械を列車、 航空機、 船舶などで輸送する場合は、 オ リ ジナルの Leica Geosystems 梱包

セ ッ ト 、 輸送ケース、 およびダンボール箱または同等品を必ず使用し て、 衝撃と振動か

ら器械を保護し て く だ さい。

現場調整 取扱説明書の指示に従って、 定期的に （特に製品の落下、 長期間の保管、 輸送の後は）

テス ト 測定および現場での調整を実行し て く だ さい。
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4.2 保管

製品 器械を保管する場合、 特に夏期に自動車の中で保管する場合は、 保管中の温度に注意し

て く だ さい。 温度制限については、 " テ クニカルデータ " を参照し て く ださい。

現場での調整 長期の保管後は、 器械を使用する前に本マニュアルの指示に従って必ず点検し て く だ さ

い。
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4.3 清掃と乾燥

製品と アクセサリー • レンズのほこ りはブロワーで吹き飛ばし て く だ さい。

• ガラス部分に決し て指で触れないで く だ さい。

• 清掃には必ず清潔で柔らか く 、 糸 く ずの出ない布を使用し て く だ さい。 必要に応じ

て、 布を水または高純度アルコールで湿らせて使用し て く だ さい。 その他の液体

は、 ポリ マー材の部分を損傷する恐れがあ り ますので絶対に使用し ないで く だ さ

い。

製品が濡れたと き +40°C/+104°F 未満の温度で、 製品、 輸送ケース、 発泡緩衝材、 アクセサリーを乾燥

させ、 清掃し て く だ さい。 すべてが乾 く まで、 輸送ケースには戻さ ないで く ださい。 現

場で使用する時は、 輸送用ケースを必ず閉めて く だ さい。
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5 テ クニカルデータ

精度 1 km 二重整準の標準偏差 ISO17123-2:

単独での測定の高さ精度、 30 m:

NA720: 2.5 mm

NA724: 2.0 mm

NA728: 1.5 mm

NA730: 1.2 mm

NA730 plus: 0.7 mm

NA720: 1.5 mm

NA724: 1.2 mm

NA728: 1 mm

NA730: 0.8 mm

NA730 plus: 0.4 mm
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望遠鏡

距離測定

コ ンペンセイ ター

垂直イ メ ージ

倍率

NA720: 20 x

NA724: 24 x

NA728: 28 x

NA730/NA730 plus の場合 : 30 x

視界 (100 m で ): > 4 m (NA720)

> 3.5 m (NA724)

> 3 m (NA728/NA730/NA730 plus)

最短測定距離 ： < 0.5 m (NA720/NA724)

< 0.7 m (NA728/NA730/NA730 plus)

増倍率 ： 100 ( すべての機器 )

追加定数 ： 0 ( すべての機器 )

解像度 ( 最低 ) 4" (NA720)

3.5" (NA724)

3" (NA728/NA730/NA730 plus)

有効範囲 :  ±15’

設定精度

( 標準偏差 ):

0.5’’
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円形気泡管

円

適応

環境条件 温度 ]

感度 ： 10’/2 mm

グラデーシ ョ ン ： 360°/400gon

グラデーシ ョ ン間隔 ： 1°/1gon

つ状またはボール式ヘ ッ ドの三脚

中央固定用ネジ ： 5/8’’

作動温度 保管温度

-20°C ～ +50°C 

(-4°F ～ +122°F)

-40°C ～ +70°C

(-40°F ～ +158°F)
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6 アクセサリー類

購入可能アクセサリ

a) 保護カバー

b) 六角レンチ

c) レベルベース

d) 標準レベルス タ ッ フ

e) 三脚の手入れ手順008981_001

a

b

c

d

e
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